
思想運動 1048号 2020年 1月 1日号 

目次 

1面 

 労働現場こそが階級闘争の主戦場だ 

「働き方改革」を蹴散らし、「闘い方改革」を！ 

〈活動家集団 思想運動〉常任運営委員会 

 

2面～3面 

エッセイ 

“つかんだ尻尾”は放さない！ 

桜の狂い咲きを尻目に改憲へと突き進むアベ政治を終わらせるために 

木村 真（森友学園問題を考える会・豊中市議） 

 

エッセイ 

日本労働運動再生の道の「討論」へ 

わたしの意見の一端を述べる 

二瓶久勝（元国鉄闘争共闘会議議長） 

 

状況 2020 

香港事態の推移とそれが導く隘路 

区議会選挙と米の「香港人権法」成立を受けて 

日本では香港と沖縄を同列視する謬論も 

逢坂秀人 

 

ＴＯＰＩＣ・トピック 

 オスプレイ配備反対抗議集会 

中村美彦 

 

 今年中に解決する！ ＪＡＬ本社大包囲行動に六五〇名 

友田幸枝 

 

 「警視庁機動隊の沖縄派遣は違法」住民訴訟で不当判決 

斉藤光太郎 

 

 「群馬の森」朝鮮人追悼碑の設置期間更新不許可処分控訴審 

倉林 誠・追悼碑を守る会事務局 

 

ＨＯＷＳ通信 

11/30 現代日本の労働者階級の状態（講師＝鎌倉孝夫） 

 

12/7 東南アジアとはどういう地域か（講師＝中原道子） 

 

12/18 大久保製壜 労働災害からストライキへ （講師＝須田光照） 

 

4面 

エッセイ 

首里城の炎上と辺野古 

目取真俊（作家） 

 

池原秀明氏（反戦地主会事務局長沖縄市議会議員）が都内で講演 

沖縄米軍基地から派生する環境破壊 

木嶋 正 



山城博治・稲葉博・添田充啓三氏の裁判闘争最終報告 

辺野古の闘いへの理解深める貴重な記録  

中村美彦・千葉県在住 

 

５面 

かんぽ不正・ＮＨＫ介入・パワハラ…… 

民営・郵政の迷走に労働者が声をあげよう 

土田宏樹 

 

ＨＯＷＳ講座『粟津潔の仕事 粟津潔の映像作品を観ながら』１月 12日㈰13時〜 

講師＝粟津ケン（デザイナー） 

金山明子 

 

幕張・武器見本市に見る日本の兵器戦略の現在 

見本市、オスプレイ、どちらも「虚妄」 

吉沢弘志（反基地活動家） 

 

６面 

佐野サービスエリアで起きた労働運動 

ストライキで闘い 12月には「支援する会」結成 

宮川敏一（元京成電鉄労組書記長） 

 

労働者通信 

 関生支部を孤立させてはならない 

おのれの活動の〝自省〞を迫る関生問題 

高梨晃嘉（共同行動のためのかながわアクション） 

 

労働者通信「改正」給特法の成立に抗議する 

現場が望むのは定数増と労基法適用 

堀川久司（千葉県公立高校教員） 

 

7面 

12・３安和海上大行動に準備から参加 

カヌー66艇も参加し陸と海を結び連帯確認 

大舘まゆみ 

 

関西で十月社会主義革命記念集会開催 

独ソ戦をめぐるこんにちの歴史認識を批判 

木田誠也 

 

前照灯  

二〇二〇年 女性の地位 

 

催物案内 

 

8面 

朝鮮半島の情勢をどうみるか（連載・第４回） 

関係をこじらせた責任はどちらに  

            李俊植（朝鮮大学校教授） 

 

「曺国事態」、キャンドル市民革命以後の韓国社会のあり方をめぐる論争（２） 

保守と進歩の両大対決ではない 

革命的社会改革を求める労働者民衆の抵抗 

李泳采（恵泉女学園大学教員） 



9面 

あらかぶさん裁判と東電への直接行動 

東電は頑なに要求書受け取りを拒否 

中村泰子・あらかぶさんを支える会、原発関連労働者ユニオン 

 

原発事故被災者の声（２５） 

 復興という言葉が当然のように使われるが     

國分富夫（原発事故被害者 相双の会） 

 

 国際短信 世界のいま 

〈フランス〉一八〇万人が年金改悪反対統一行動 

編集部 

 

〈コロンビア〉新自由主義政策に抗議、三回のゼネスト 

編集部 

 

〈ＮＡＴＯ〉ギリシャ共産党声明 

ＮＡＴＯの七〇年は戦争と介入の七〇年 

 

10面 

映画紹介 

『ニジノキセキ ― 「４・２４」の未来へ、七色のかけ橋』（朴英二監督） 

世界に広がる「４・２４」の歴史と精神 

倉田智恵子 

 

インタビュー 

佐野通夫氏（こども教育宝仙大学教育学科教授）に教育政策の問題点を聞く① 

産学共同と管理強化が進む高等教育 

聞き手＝村上理恵子、倉田智恵子 

 

11面 

『オリンピックの終わりの始まり』 谷口源太郎著 

人民のスポーツを作り出すために 

藤原晃・学校労働者 

 

『戦争とカニバリズム ――日本軍による人肉食事件とフィリピン人民の抵抗・ゲリラ闘

争』佐々木辰夫著 

問われるべき日本人民の責任とは 

廣野茅乃 

 

『日本人はなぜ「お上」に弱いのか ――福澤諭吉と丸山眞男が紡いだ近代日本』安川寿之

輔著 

天皇制依存社会を分析する手掛かりに 

伊地知柊三 

 

〈解纜ブックレット〉『文芸批評家 湯地朝雄』二松学舎大学文学部山口直孝研究室 

山口直孝 

 

『今、在日朝鮮人の人権は』朝鮮大学校政治経済学部法律学科創設二〇周年記念誌刊行委

員会 

さとう大・こっぽんおり事務局長 

12面 

紙つぶて 

 日野市で啄木をテーマに講演会 



宮坂静生（東京在住） 

 

 韓国映画『玄海灘は知っている』を観て 

日夏露彦（美術評論家） 

 

頂門一針 

 原発汚染水の海洋放出は危険！ 

 

映画紹介 

『家族を想うとき』（二〇一九年・ケン‐ローチ監督） 

過酷なノルマ、壊れる家族 

岡野奈保美 

 

五・一九 出版記念シンポジウム報告集 

『崖っぷちの時代と川柳 

反戦川柳句集――「戦いたくない」を贈ります。』 

 

編集部発 

 

付録 1面～2面 

ロシア十月社会主義革命一〇二周年記念集会 

海外から寄せられたメッセージ 

朝 鮮 

困難の中でも社会主義の理念を高く掲げ、平和と民主主義、反差別と反独占を貫く

力強い活動に連帯する 

在日本朝鮮人総聯合会中央本部国際・統一局 

 

韓 国 

十月社会主義大革命一〇二周年を迎えて、日本の労働者同志たちに 

労働社会科学研究所運営委員会 

 

ギリシャ 

帝国主義者の侵略と戦争に抗し、人びとの平和そして社会主義をめざし、統一戦略

の策定へ向け次の一歩を踏み出そう 

ギリシャ共産党中央委員会国際関係部 

 

フィリピン 

社会主義が世界中で資本主義に対し勝利することが必然である 

アントニオ‐Ｅ‐パリス（フィリピン共産党（ＰＫＰ―１９３０）書記長） 

 

ベネズエラ 

今年の社会主義十月大革命の記念日を、よりよい世界のため声を上げる機会として

いきましょう 

駐日ベネズエラ・ボリバル共和国特命全権大使セイコウ‐ルイス‐イシカワ‐コバヤシ 

 

付録 3面～4面 

キューバ外務省声明 

〝われらがアメリカ〞は激化する帝国主義と寡頭支配層の攻撃と闘う 

 

ＨＯＷＳ講義レジュメ 

香港デモと中国本土および日本 

丸川哲史（明治大学政治経済学部・教養デザイン研究科） 


